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成
人
式
期
待
胸
に
５６
名
の
新
成
人
が
集
う

新成人代表
越水一貴さん

　
式
典
後
、記
念
写
真
撮
影
に
続
い
て
、新
成

人
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。小
・
中
学

生
時
代
の
恩
師
や
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
で
、互
い
の
近
況
報
告
や
懐
か
し
い
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
、会
場
は
終
始
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
決
意
を
新
た
に
し
た
和
木
町
の
新
成
人

は
、大
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
歩
み
出
し
ま

し
た
。

　
米
本
町
長
は「
自
分
の
夢
や
希
望
に
つ
い
て

熱
い
思
い
を
湧
き
挙
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。自
分
を
見
失
わ
ず
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、将
来
は
和
木
町
へ
、故
郷
に
錦
を

飾
り
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。『
ふ

る
さ
と
』和
木
町
の
発
展
の
担
い
手
と
し
て
、ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
代
表
の
越
水
一貴
さ
ん
が
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
、新
成
人
全
員
に
よ
る
町
民
憲
章

の
唱
和
が
中
本
嵩
斗
さ
ん
の
発
声
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
１
月
８
日
、文
化
会
館
で「
和
木
町
成
人

式
」を
開
催
し
、新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、平
成
８
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
８９

人（
男
性
４３
人
、女
性
４６
人
）。式
典
に
は
華
や

か
な
振
袖
や
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

５６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
重
岡
教
育
長
は「
い
く
つ
も
の
人
生
の
岐
路

に
立
ち
、自
分
の
力
で
重
要
な
選
択
や
意
思
決

定
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。ま
さ
に
、人
生
と
は
、す
べ
て
の
選
択
が
自

分
の
責
任
の
下
に
積
み
重
な
っ
た
も
の
で
す
。ぜ

ひ
、自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、積
極
的
に
挑

戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、新
成
人
代
表
の
近
藤
涼
夏
さ
ん
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

お
礼
の
こ
と
ば

　
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、一社
会
人
の
仲

間
入
り
を
果
た
す
事
に
喜
び
を
感
じ
る
と
同

時
に
、今
後
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
、日
本
で
は
様
々
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
中
で
も
、公
職
選
挙
法
の
改
正

が
な
さ
れ
た
こ
と
に
新
成
人
と
し
て
興
味

を
持
って
お
り
ま
す
。選
挙
権
年
齢
が
二
十

歳
以
上
か
ら
十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
、今
ま
で
政
治
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人

も
選
挙
に
参
加
で
き
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、一社
会
人
と
し
て
、日
本
の
政

治
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
選
挙
に

参
加
し
責
任
の
あ
る
意
見
を
主
張
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
様
々
で

す
。既
に
就
職
し
て
実
社
会
に
出
て
い
る
者

も
い
ま
す
し
、学
業
を
継
続
中
の
者
も
い
ま

す
。置
か
れ
た
状
況
の
違
い
は
あ
れ
、こ
う

し
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
の
も
、ひ
と

え
に
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、遠
く
か
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
方
々
、そ
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
家

族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。こ
れ
か
ら

は
、社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
、社

会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
恩
返
し
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
抜
粋
）

実行委員のみなさん
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ま
せ
ん
」と
述
べ
、地
域
や
個
人
の
防
災
体
制

の一層
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、消
防
団
活
動
に
お
け
る
長
年
の
実
績

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、１３
名
の
団
員
が

表
彰
を
受
け
、新
入
団
員
が
先
輩
団
員
た
ち

の
前
で
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
、役
場
駐
車
場
で
一
斉
放
水
を
行

い
、平
穏
な
一
年
を
願
っ
て
製
作
さ
れ
た
５
つ
の

く
す
玉
を
全
て
割
る
と
、会
場
で
は
歓
声
が
あ

が
る
と
と
も
に
、喜
び
の
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
豚
汁
の
炊
き
出

し
も
振
る
舞
わ
れ
、雨
で
冷
え
き
っ
た
体
の
消

防
関
係
者
や
会
場
を
訪
れ
て
い
た
見
学
者
の

体
を
温
め
ま
し
た
。

　
１
月
８
日
、新
春
恒
例
の「
和
木
町
消
防
出

初
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。式
典
は
あ
い
に
く

の
雨
の
た
め
、体
育
セ
ン
タ
ー
で
８
時
３０
分
か
ら

行
わ
れ
、和
木
町
消
防
団
、岩
国
地
区
消
防
組

合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
、Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
麻
里
布
製
油
所
、三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹

工
場
の
自
衛
消
防
隊
な
ど
、約
１
４
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、厳
粛
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。米
本
町
長
は
式
辞
の
中
で「
私
た
ち
の

『
命
と
財
産
』は
、行
政
が
行
う『
公
助
』は
も

と
よ
り
、地
域
で
助
け
合
う『
共
助
』、そ
し

て
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る『
自
助
』が
バ
ラ

ン
ス
良
く
機
能
し
な
け
れ
ば
守
る
こ
と
が
出
来

受
賞
さ
れ
た
方
々

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

　〈退
職
者
感
謝
状
〉

　
杉
野
　
和
生（
元
第
２
分
団
部
長
）

　
金
本
　
貴
之（
元
第
２
分
団
部
長
）

　
山
縣
　
直
喜（
元
第
２
分
団
班
長
）

　〈功
績
章
〉

　
小
林
　
政
和（
第
１
分
団
部
長
）

　〈勤
続
章
〉

　
天
羽
　
正
人（
団
本
部
団
長
）

　
米
元
　
俊
博（
第
１
分
団
分
団
長
）

　
江
島
　
一
義（
第
３
分
団
分
団
長
）

■
和
木
町
長
表
彰

　〈退
職
者
感
謝
状
〉

　
杉
野
　
和
生（
元
第
２
分
団
部
長
）

　
金
本
　
貴
之（
元
第
２
分
団
部
長
）

　
山
縣
　
直
喜（
元
第
２
分
団
班
長
）

　〈功
労
章
〉

　
中
村
　
　
博（
第
３
分
団
団
員
）

　
片
山
　
博
和（
第
１
分
団
団
員
）

　〈勤
続
章
〉

　
天
羽
　
正
人（
団
本
部
団
長
）

　
米
元
　
俊
博（
第
１
分
団
分
団
長
）

　
増
井
　
幸
伸（
第
１
分
団
部
長
）

　
江
島
　
一
義（
第
３
分
団
分
団
長
）

■
和
木
町
消
防
団
長
表
彰

　〈精
勤
章
〉

　
森
本
　
達
矢（
第
２
分
団
班
長
）

　
西
田
　
敏
脩（
第
３
分
団
団
員
）

　
中
島
　
和
也（
第
３
分
団
団
員
）

　
福
村
　
正
樹（
第
１
分
団
団
員
）

■
山
口
県
　県
選
奨

　
天
羽
　
正
人（
団
本
部
団
長
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
黒
下
　
利
夫（
団
本
部
副
団
長
）

　
久
森
マ
サ
ヨ（
第
２
分
団
班
長
）

■
新
入
団
員
紹
介

　
吉
尾
　
　
忠（
第
１
分
団
）

　
山
本
　
將
照（
第
１
分
団
）

※

敬
称
略
　
　
　

※

括
弧
内
は（
元
）所
属
分
団

消防出初式
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報告後の集合写真

書初め会での集合写真

兼重フジヱさん

竹内舜貴さん
みつ　き

　
１
月
７
日
、
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

文
化
協
会
主
催
の
「
新
春
書
初
め
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
米
軍
、
岩
国
基
地
内
の

ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
の
小
中
学
生
を
招
待
し
、
和

木
町
の
小
学
生
と
交
流
書
初
め
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
初
め
に
、
広
島
県
立
大
竹
高
等
学
校
の
書

道
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
大
き
な
筆
を
使
っ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、「
夢
　
何
事
も
全
力

で
や
ろ
う
　
後
悔
し
な
い
年
に
な
る
」
と
力

強
く
書
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
校
書
道
部
の
先
生
と
生
徒
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
各
自
で
決
め
た
言

葉
で
書
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
は
、
２
月
１
日
㈬
か
ら
美
術

館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
三
井
化
学
株
式
会
社
岩
国
大
竹
工
場
自
衛

防
災
組
織
が
「
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け

る
自
衛
防
災
組
織
の
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お

い
て
、
２
年
連
続
で
優
秀
賞
「
総
務
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
し
、
岩
国
市
役
所
で
受
賞
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、12
月
21
日
に
、

役
場
で
報
告
会
が
あ
り
、
米
本
町
長
が
「
来

年
も
受
賞
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、

大
き
な
地
震
に
備
え
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な

ど
特
定
の
事
業
所
の
自
衛
防
災
組
織
の
技
能

や
士
気
向
上
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

新
春
書
初
め
会

　
１
月
１
日
に
兼
重
フ
ジ
ヱ
さ
ん
が
、
１
月
２

日
に
河
内
靜
子
さ
ん
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

三
井
化
学
㈱
自
衛
防
災
組
織

コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞

ま
ち
の
話
題

　「
第
27
回
岩
国
地
区
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
和
木
中
学
校
吹
奏
楽

部
２
年
、
竹
内
舜
貴
さ
ん
が
、
96
人
の
参
加

者
で
競
い
合
っ
た
中
学
校
ソ
ロ
の
部
に
お
い
て
、

第
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
竹
内
さ
ん
は
「
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
出

来
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
だ
よ
り

　
み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪
毎
回
、
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
が
、
認
知
症
に
関

す
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
個
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♪
認
知
症
を
予
防
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
、
認
知
症
の
人
、
介
護
を
し
て
い

る
人
、
話
し
相
手
が
欲
し
い
人
な
ど
・・・

一
緒
に
わ
き
あ
い
あ
い
と
、
お
茶
の
時

間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。♪

【
次
回
の
ご
案
内
】

 

日
時

　２
月
27
日
㈪
　
13
時
30
分
〜
15

時
（
時
間
内
　
出
入
り
自
由
）

 

場
所

　保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

 

参
加
費

　２
０
０
円

　
　
　
　 

（
飲
み
物
と
お
や
つ
代
）

 

申
・
問

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52‐2
1
9
6
）

今から役立つ介護予防講座
「いつまでも立てる！歩ける！」
 日時　 2月14日㈫　13 時 30 分～ 15 時 30 分
 内容　健康運動指導士による講話と体操実習
 講師　ＭＥＴＳ・やまと　嘉屋 早百合 氏
 場所　保健相談センター
　タオル・お茶を持参し、動きやすい服装・靴
でお越しください。
 申込み　不要
 問　地域包括支援センター（☎52－2196）

和
木
中
吹
奏
楽
部
竹
内
舜
貴
さ
ん

中
学
校
ソ
ロ
の
部
で
第
１
位

み
つ
　
き

み
つ
　
き
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467

　　１２月２６日、和木小学校において三井化学㈱のふしぎ
探検隊（隊長：田中さん）と小学校とのコンビ学習が行
われました。コンビ学習は、コンビナートと学校がコンビを
組んで学習するという意図で町ぐるみ「和木学園」の一
環として実施されています。
　　内容は、「スラ
イムを作ろう！」と
題して行いました。
絵の具と PVA
（洗 濯のり）を
お湯で溶かして、
ほう砂を入れると
カラフルなスライ
ムが完成しました。
　　スライムを伸
ばしたり、スト
ローで膨らませ
たりと不思議な
スライム体験とな
りました。

子育て支援講座のお知らせ

和木学園だより

中学校
２月７日㈫～９日㈭　自由参観日
　　自由参観日期間中は、いつでも参観できますので、ご来校く
ださい。

９日㈭　１年職業講話、２年職場体験学習発表会を午後から実
施します。

和木学園お試し講座が始まります！

・小ネタは地味だが役に立つ♪　２月１０日㈮ 19時～20時30分
・わきのきわウォーク“工場を歩こう”　２月１４日㈫ 13時～16時
・中華まるかじり　２月１８日㈯ 14時～16時30分
・郷土料理「もぶり」「大平」チャレンジ☆　２月２７日㈪ 10時～12時
　詳しい内容は、別添のジャバラ折り広告をご覧ください。
 問　教育委員会（☎53-3123）

町ぐるみ「和木学園」コンビ学習
☆ふしぎ探検隊☆

家庭の元気応援キャンペーン

　　県の社会教育・文化財課では、少子化や核家族化等社会環
境の変化に伴い、家庭や地域の教育力低下による子どもたちの育
ちへの影響が深刻な課題となっていることから、家庭における親の
役割を見直し、望ましい家庭教育の実践へ向けての気運を高める
とともに、地域や社会全体で支え合う環境づくりを進めています。
　　キャンペーンでは、家庭教育の充実に向けて次の４つの事項
を提唱しています。

　　そして、スローガンに「早寝早起き朝ごはん、本を読んで外遊び、
みんな仲良く今日も元気」を掲げ、家庭教育の大切さを呼びか
けています。
　　社会教育・文化財課「家庭の元気応援キャンペーン」のサ
イトには、『親と子のやくそくカレンダー』や『「家庭でのお手伝い」
に関するアンケート結果』など情報が満載されていますので、参
考にされてください。

　　就学時の子育てについて「子育て支援講座」を開催
します。来年度小学校に入学するお子さんの保護者を対
象にしていますが、どなたが聞いてもためになる話です。
乳幼児の保護者の方
はもちろん、お孫さん
がいらっしゃる方も「孫
育て」のヒントにいか
がでしょうか？
 日時
２月９日㈭
10：45 ～ 11：45
 場所　
小学校体育館（2 階）
 講師　
三上かおり氏

○基本的生活習慣の定着　○家族がふれあう機会づくり
○お手伝いの定着　○父親の家庭教育参加

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a50400/kateikyouiku/
kateinogenki.html
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2月の休館日 　利用者カードを持って図書館へお越し
ください。

＜ＣＤ＞
☆Ｇｒｅａｔｅｓｔ Ｈｉｔｓ～Ａｌｌ Ｓｉｎｇｌｅｓ+～ /大黒摩季
☆Ｂａｌｌａｄ Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ / ＫｉｎＫｉ Ｋｉｄｓ
☆BIMBOROLL / ザ・クロマニヨンズ
☆ＳＭＡＰ ２５ ＹＥＡＲＳ/ＳＭＡＰ
☆アンコール/ ｂａｃｋ ｎｕｍｂｅｒ
☆フェスベスト/ゴールデンボンバー
☆Ｂｅｌｉｅｖｅｒ / 槇原敬之
☆ＭＣＺ ＷＩＮＴＥＲ ＳＯＮＧ ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ /ももいろクローバーＺ
☆Ａｍｂｉｔｉｏｎｓ / ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ
☆それいけ！ アンパンマン ベストヒット 17

＜一般書＞
『戦始末』　　　　　　　　　　　　　　矢野隆 著
『縫わんばならん』　　　　　　　　　　古川真人 著
『サイレンス』　　　　　　　　　　　秋吉理香子 著
『主君　井伊の赤鬼・直政伝』　　　　　高殿円 著
『まひるまの星　紅雲町珈琲屋こよみ』　　吉永南央 著
『狩人の悪夢』　　　　　　　　　　有栖川有栖 著
『東京クルージング』　　　　　　　　　伊集院静 著
『本を守ろうとする猫の話』　　　　　　　夏川草介 著

・図書等資料の無断持ち出し、切り取り、ページの折り込み、書き込み
等は絶対にしないでください。（水
濡れにも注意してください。）
・図書等の資料は、返却期限内に必ず
お返しください。
　皆さまが気持ちよく利用できるよ
う、利用マナーの向上にご協力お願い
いたします。

『サロメ』　　　　　　　　　　　　　　原田マハ 著
『墨龍賦』　　　　　　　　　　　　　　葉室麟 著

＜児童書・絵本＞
『おひるねしましょ』　　　　フィリス・ゲイシャイトー 文、

デイヴィッド・ウォーカー 絵、福本友美子 訳
『ぼくはスーパーヒーロー』

メラニー・ウォルシュ 作、品川裕香 訳
『えらいこっちゃのようちえん』かさいまり 文、ゆーちみえこ 絵
『リターン 洞くつ壁画のまほう』 アーロン・ベッカー作・絵
『たべもののおはなし　やきにく　きょうはやきにく』

いとうみく 作、小泉るみ子 絵
『たべもののおはなし エビフライ　にげたエビフライ』

村上しいこ 作、さとうめぐみ 絵
『日本人なら知っておきたい！ モノのはじまりえほん』

荒俣宏 監修、ふわこういちろうイラスト
『庭のたからもの』　　　　　　　　　　大野八生 作
『初恋ゆうれいアート』　斉藤洋 作、かたおかまなみ 絵
『ぼくとベルさん　友だちは発明王』

フィリップ・ロイ 著、櫛田理絵 訳

    1 2 3 4
日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

問合せ▼
TEL 54-0222　　FAX 54-0278

ホームページアドレス▼
http://www.waki-toshokan.jp/index.html

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

☆図書館からのお願い☆

日　時▼
２月１８日(土)
１０時３０分～１１時
おはなし会サークル「ゆびとま」
場　所▼
図書館おはなしの部屋
問合せ▼
図書館（☎54-0222）

おはなし会の
　　　　おしらせ
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2月の行事
（わくわくタイム）
2月23日　お話会

2月の行事（うきうきタイム）
　     3日㈮　発育測定（来所順）
　   10日㈮　作ってあそぼ
　　　　　　　(工作は25年度生のみ)
　   24日㈮　誕生日会

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

子育てサロン「たんぽぽ」

すくすく計測相談会

地域子育て支援センターからのお知らせ

うきうき広場
　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
 日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　 ９時３０分～１２時
　　　 うきうきタイム（保育士による手遊び等）
　　　　　　　　 １１時頃～
　　　 所庭での外遊び  
　　　　　　　　 １１時３０分頃～
 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）
　　　 とその保護者

 場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　 （保育所２階）（☎53-5551）

　小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
 日時　2月16日㈭　１３時３０分～１５時 受付
 対象　新生児・乳児・幼児　 ※事前申込み不要
 内容　身長・体重測定、
　　　 その他保健、栄養、
　　　 母乳相談
 場所・問　保健相談センター
　　　　　 （☎52-7290）

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親子のコミュニケー
ションのための場を提供しています。お気軽にご参加
下さい。
 日時　2月21日㈫　１０時～１１時３０分
 対象　乳幼児
　　　 （幼稚園に入園前まで）
 内容　室内での遊び・茶話会
　　　 ※事前申し込み不要
 場所　和木２丁目第３集会所
　　　 （山の手集会所）
 参加費　１家族１００円
 問　社会福祉協議会
　　 （☎52-8644）

すくすくカフェ
　子育ての相談ごとや悩みに
ついて、お話しませんか？
お気軽にご利用ください。
 日時　３月２日㈭　１４時～１７時のうち１時間程度
 内容　子育ての相談等
 相談員　玉田 和子 臨床心理士
 参加料　１家族１００円（お茶・お菓子代）
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290） 

和木幼稚園入園児健康診断
　入園希望の方はご出席ください。
 日時　2月14日㈫　１３時～１３時２５分 受付 
 対象児　新年少児
　　　　 （平成25年4月2日～平成26年4月1日生）
　　　　 新年中児・新年長児で入園希望の方
 内容　身体計測・内科検診・歯科検診・面接
 持参物　健康診断票・靴を入れるビニル袋・スリッパ
 場所・問　幼稚園（☎52-2707） 

山口県救急医療情報システム
～やまぐち医療情報ネット～

　ご家族の急な発熱やけがでの医療機関の受診に困られ
たことはないですか？そんなときにおすすめなのが、「 山
口県救急医療情報システム～やまぐち医療情報ネット～」
です。和木町ホームページからリンクできるサイトです。休
日夜間当番医の案内や医療機能別の検索ができます。是
非ご活用ください。

わくわくルーム
　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として開
放しています。
 日時　毎週木曜日　９時～１６時
　　　 わくわくタイム　１１時頃から
　　　 （わくわくタイムを実施しない日もあります）
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

予約制
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運動編～エアロビクス～

食事編～ヘルシーランチ～

乳がん検診について

1月 チキンごぼう

問合せ
申込先

保健相談
センター

（☎52-7290）

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

元気アップ教室
　健康のためにできること、、、まずは、自分の
からだを知ることです！ 
 日時　２月１３日㈪１０時～１５時　
 対象　一般の方　　
 内容　血流測定
 場所　保健相談センター 　※予約不要　

　平成２８年度の乳がん検診の受診券の有効
期限は、３月３１日㈮までです。
　３月は医療機関が混み合いますので、２月中
の受診をおすすめします。

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

　脂肪燃焼の効果の
高い運動です。初心
者でも安心して体験で
きます。
日時　２月１７日㈮
１０時～１１時３０分
準備物　動きやすい
服装・室内シューズ・タオル・飲み物
申込期限　２月１４日㈫（定員１５名）

　野菜たっぷりヘルシーランチ。食習慣を振り返ります。
日時　３月１日㈬１０時～１３時００分
準備　実習費４００円程度、エプロン、ふきん
申込期限　２月２２日㈬（定員１５名）

場・申　保健相談センター（☎52-7290）

知って、変わろう！知って、変わろう！

実 施 日内　容
ストレス相談
骨髄バンク登録

時　間
13：30～15：30

受付 9：00～11：00

予約電話番号
☎29－1525

☎29－1523

エイズ検査
13：00～16：00
17：00～19：00

Ｂ・Ｃ型肝炎検査 10：00～11：00

☎29－1519

☎29－1525ひきこもり家族の会 13：30～16：00

※毎月第３火曜日
※毎月第２火曜日

※毎月第２火曜日

※毎月第4火曜日

※毎月第4火曜日

2月21日㈫
2月14日㈫

2月14日㈫

2月28日㈫

13：00～16：002月28日㈫
2月22日㈬

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町1-1-1）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号まで、ご連絡下さい。

一人分エネルギー　１９９キロカロリー
ごぼう（根菜）のおいしい時期です。一味とうがらしを後からかける味付けに
すると、お子さまもおいしく食べられます。
（和木町食生活改善推進協議会 １班）

●作り方
①下準備　鶏もも肉…2cm角に切り、塩こしょうで下味をつける。
ごぼう…乱切りにし、酢水に漬けあく抜きする。
むき枝豆…解凍しておく。
②油で揚げる　ごぼう、鶏肉に片栗粉をまぶし、中温で揚げる。
③たれをからめる　フライパンにⓐを入れて煮立てる。②とむき枝豆を和える。

（材料４人分）

鶏もも肉
ごぼう
むき枝豆（冷凍）
塩
こしょう
片栗粉
揚げ油

　   しょうゆ

ⓐ
   みりん
　   酒
　   一味とうがらし｛

・・・・・・・・・・・ ２４０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・ １６０ｇ

・・・・ ４０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ1/6
・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々
・・・・・・ 大さじ２～３
・・・・・・・・・・・・・・・ 適宜

・・ 大さじ1と1/2
・・・・・・・ 小さじ２

・・・・・・・・・・・・ 大さじ２
・・ 少々
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話を聴いてもらって気持ちが軽くなったことはありませんか？ 

 “聴き方”のコツを学ぶことで身の回りの誰かをそっと支える 

力を身につけましょう。 

鼓ヶ浦整肢学園「総合相談支援センター ぱれっと」所長。 精神保健福祉センター

や児童相談所、また思春期相談や障害児(者)の療育相談等、４０年以上にわた

り、人に寄り添う相談支援を行っておられるスペシャリストです。 

この講座は山口県地域自殺対策強化事業の目的のもと実施しています。 

年会費 2,000 円(研修会の調理実習費)

古木聰子さん

　
今
回
は
、
食
に
関
す
る
活
動
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

継
続
さ
れ
て
い
る
古
木
聰
子
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
古
木
さ
ん
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
（
以
下
、

食
推
）
を
、
昭
和
54
年
か
ら
、
37
年
間
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
食
推
は
、
研
修
を
受
け
、
そ
れ
を
地

域
の
方
に
講
習
会
を
通
し
て
復
伝
す
る
活
動
で
す
。

　「
食
事
は
健
康
づ
く
り
に
不
可
欠
。
生
活
習
慣

病
予
防
や
食
中
毒
予
防
等
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
研
修
会
で
習
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
家
庭
で
も

活
用
で
き
ま
し
た
。」
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
週
に
一
度
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
汗
を
流
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
か
ら
開
始
し
、
な
ん
と

14
年
間
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
腰
を
落
と
す
姿
勢
を
保
つ
た

め
ハ
ー
ド
。
で
も
、

音
楽
が
あ
る
か

ら
楽
し
み
な
が
ら

で
き
ま
す
。」
ハ

ワ
イ
ア
ン
な
音
楽

で
癒
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

　
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

暦
の
上
で
は
春
で
す
。
今
月

も「
Ｗ
Ａ
！
き
ら
り
人
」で
は
、

健
康
づ
く
り
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
愛
読
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
古
木
さ
ん
に
も
事
件
が
⁉

　
平
成
27
年
1
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
、

ふ
ら
つ
い
て
自
宅
で
転
倒
！
右
ひ
じ
を
骨
折
さ
れ

ま
し
た
。
急
い
で
整
形
外
科
を
受
診
、
骨
粗
し
ょ

う
症
が
原
因
の
骨
折
の
疑
い
か
ら
、
骨
密
度
を

測
定
。
測
定
後
、
医
師
が
大
笑
い
し
ま
し
た
。

な
ん
と
骨
密
度
は
20
歳
レ
ベ
ル
！
強
靭
な
骨
の
持

ち
主
だ
っ
た
の
で
す
。

　「
骨
じ
ゃ
な
い
、
悪
い
の
は
、
転
び
方
だ
と
笑
わ

れ
ま
し
た
。
回
復
に
３
か
月
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
た
っ
た
１
か
月
で
治
り
ま
し
た
。」

す
ば
ら
し
い
！ 

食
事
と
運
動

で
良
い
骨
を
作

ら
れ
て
い
た
証

拠
で
す
ね
。
ナ

イ
ス
回
復
！

　
古
木
さ
ん
、

貴
重
な
お
話

を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

骨
年
齢
が
な
ん
と
20
歳
！

骨
年
齢
が
な
ん
と
20
歳
！

わわ
ききらり
人
Vol.2

WA!

び  と

び 

と
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臨時福祉給付金
（経済対策分）について

臨時福祉給付金
（経済対策分）について 　口座振替を利用すると、金融機関等へ行く手間と時間が省

けます。また、国民年金においては、『早割』や一定期間の保険
料をまとめて納めることにより保険料が割引となる『前納制度』
があります。
　※保険料は毎年度変わります。記載の割引額は平成28年
度の保険料によるものです。
当月末振替（早割）
・保険料を早割にすると、月額50円（年間600円）のお得となります。
※保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に引き落とすこ
とを『早割』といいます。
６ヶ月前納 平成29年4月～平成29年9月分、平成29年10月～
平成30年3月分
・口座振替で6ヵ月前納の場合：毎月納める場合より1,110円の
割引
・現金納付で6ヵ月前納の場合：毎月納める場合より790円の割引
１年前納  平成29年4月～平成30年3月分
・口座振替で1年前納の場合：毎月納める場合より4,090円の割引
・現金納付で1年前納の場合：毎月納める場合より3,460円の割引
２年前納  平成29年4月～平成31年3月分
・口座振替：毎月納める場合より15,690円の割引
・現金納付による2年前納は平成29年度より可能となる予定です。
クレジットカード納付　
　クレジットカードによる納付でも保険料割引があります。
・クレジットカード納付による2年前納は平成29年度より可能とな
る予定です。
※前納による納付済期間中に会社等へ勤務（厚生年金保険
へ加入）した場合、未経過の期間にかかる国民年金保険料
は、原則、還付となります。
※年度の途中で60歳になられる方の前納する期間は、60歳
到達日（誕生日の前日）の属する月の前月分までの期間とな
ります。
　平成29年度の保険料額は、2月下旬に告示される予定です。
日本年金機構ホームページＵＲＬ:http://www.nenkin.go.jp/
問 岩国年金事務所（☎24－2222） 保健福祉課（☎52－2195）

国民年金保険料の納付は
口座振替が便利でお得です！

国保被保険者の方へ

　臨時福祉給付金は、平成２６年４月の消費税
率引上げによる影響を緩和するため、所得の少
ない方に対し、制度的な対応を行うまでの間の、
暫定的・臨時的な措置として実施しております。
今回の給付金は、平成２９年４月から平成３１年
９月までの２年半分を一括して支給します。
支給対象者
平成２８年度臨時福祉給付金対象者
※平成２８年１月１日時点で和木町に住民登録
があり、平成２８年度の町民税（均等割）
が課税されていない方。ただし市町村民税
課税者の扶養親族や生活保護受給者等を
除く。
給付額
支給対象者１人につき　１万５千円（１回限り）
申請期間
　３月中旬以降を予定しています。
　対象と思われる方には、３月中旬までに申請
書を送付します。支給は４月以降から開始する
予定です。

振り込め詐欺にご注意を！
　臨時福祉給付金に関して、町や厚生労働
省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自
動支払機）の操作をお願いすることは絶対あり
ません。不審な電話があったときは、保健福祉
課または警察署へご連絡ください。

厚生労働省給付金専用ダイヤル
　
０５７０－０３７－１９２
問 保健福祉課（☎52－2195）

臨時福祉給付金
（経済対策分）について

臨時福祉給付金
（経済対策分）について

学生の被保険者証について
　国民健康保険は、和木町に住民票のある方が対象
ですので、転出した場合には資格を失います。ただし、
学生の場合は特例として引き続き元の世帯にいるものと
して、和木町の被保険者になります。
　この場合、学生用の被保険者証を発行いたしますの
で、保健福祉課で手続きをお願いします。
条件  就学中であり、転出して町外に住所を移している
者（見込みの場合も含む）
必要な物  在学証明書や学生証の写し又は合格通知
等、被保険者証、印鑑、本人及び世帯主の個人番
号のわかるもの、届出人の本人確認書類
問 保健福祉課　（☎５２－２１９５）

高額な外来診療を受ける方へ
　限度額適用認定証等を提示すれば、外来診療でも
限度額までの支払いで済みます。

（認定証は、入院される場合もご利用いただけます。）
事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越しください。
問 保健福祉課　（☎５２－２１９５）

オー！ みな いいきゅうふ

７０歳
未満の方

課税世帯 限度額適用認定証
非 課 税
世 　 帯

限度額適用・
標準負担額減額認定証

非 課 税
世 　 帯

限度額適用・
標準負担額減額認定証

課税世帯 必要ありません。
（高齢受給者証のみ）７０歳

以上の方
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確定申 告 町県民税、、 のの のの所得税の所得税の 申告申告
受付がはじまります受付がはじまります

神楽共同鑑賞の実施（参加者の募集）

広島広域都市圏情報

確定申 告 町県民税、、 のの のの所得税の所得税の 申告申告
受付がはじまります受付がはじまります 申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。

　受付期間　２月16日㈭～３月15日㈬（土・日を除く）８時30分～17時

受付場所　税務課（役場１階）

その他申告に
必要なもの

※還付の申告は２月1日㈬から受け付けます。

※今年から申告書に「マイナンバーの記載」と「本人確認書類の提示又は写しの添付」が必要になります！
　本人確認書類は、①または②のいずれかが必要です。
　①マイナンバーカード　　②マイナンバー通知カード＋運転免許証、パスポートなど

　三
原
市
の
歴
史
館
の
見
学
や
か
き
小

屋
で
の
昼
食
、
竹
原
市
町
並
み
散
策
と

ガ
イ
ド
に
よ
る
雛
め
ぐ
り
や
道
の
駅
で

の
買
い
物
な
ど
、
広
島
広
域
都
市
圏
の

魅
力
が
体
験
で
き
ま
す
。

　
　

 

3
月
18
日
㈯ 

9
時
〜
17
時
30
分

広
島
駅
新
幹
線
口

　
　

  

道
の
駅
み
は
ら
神
明
の
里（
シ
ョッ

ピ
ン
グ
）、ミ
ル
キ
ー
鉄
男
の
か
き
小
屋
三

原
店（
昼
食
）、み
は
ら
歴
史
館
、竹
原

町
並
み
散
策・雛
め
ぐ
り（
ガ
イ
ド
説
明

あ
り
）、道
の
駅
た
け
は
ら（
シ
ョッ
ピ
ン

グ
）　お

ひ
と
り
様

　5
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　（交
通
費
、
昼
食
代
込
）

　先
着
40
人（
最
少
催
行
人
員
15
人
）

　店
頭
か
電
話
で
、
フ
ジ
ト
ラ
ベル
サ
ー

ビ
ス
ト
ム
ズ
緑
井
営
業
所
（
安
佐
南
区

緑
井
フ
ジ
グ
ラ
ン
緑
井
内
）
へ
。

（
☎
0
8
2
–
8
3
1
–
8
0
0
5
）

（
10
時
〜
19
時
）

　　　広島広域都市圏の住民から参加者を募り、広島広域都市圏の貴重な伝統文化である神楽を共同で
鑑賞することにより、住民の交流を促すとともに、広島広域都市圏のＰＲを行います。
　　　広島広域都市圏協議会
※広島市を中心として、東の三原市エリアから西の山口県柳井市エリアまでの 11 市 13 町で構成し、圏域経
済の活性化と圏域内人口 200 万人超を目指す「200 万人広島都市圏構想」の実現に向けて、連携と交
流を図る様々な取組を推進しています。
　　　3月26日㈰　神楽グランプリ2016 受賞記念特別公演
※広島駅新幹線口　9 時集合／ 17 時 30 分解散（予定）
※広島駅・現地間はバスで送迎します。
　　　神楽門前湯治村　神楽ドーム（安芸高田市美土里町本郷 4627）
　　　神楽団：津浪神楽団〔安芸太田町〕（旧舞の部グランプリ）
　　　　　　　横田神楽団〔安芸高田市〕（新舞の部グランプリ） 
※１神楽団が２演目上演
　　　　  40 人（申込多数の場合は抽選）※広島広域都市圏内にお住まいの方が対象です。
　　　　  2,780 円（神楽鑑賞＋観劇弁当＋座椅子セット＋温泉入場券）
　　　　  桟敷席（指定席）で、広島広域都市圏として、まとまって観覧します。
　　　  往復はがき（1 枚に5 人まで）に、参加者全員の住所、氏名、年齢、電話番号と「神楽共同鑑賞希望」
の旨を記入し、2月15日㈬（※消印有効）までに、事務局へ。
※小学生以下の場合は、大人の同伴が必要です。
特別の事情により、椅子席、車椅子席希望の場合は、その旨を記入してください。
〒730-8586　（住所不要）広島市役所広域都市圏推進課　広島広域都市圏協議会
（☎082－504－2017）　（℻  082－504－2029）

日
時

内
容
集
合・解
散
の
場
所

旅
行
代
金

募
集
人
員

申
・
問

概 要

主 催

日 時

場 所
出 演

募集人数

申・問
観覧方法
参 加 費

神楽の様子

竹原市

三原市

印鑑、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は収支内訳書、生命保険料・地震保険料支払証
明書、社会保険料支払証明書、医療費控除を受ける場合は支払った医療費の領収書、配偶者控除等を受
ける場合は配偶者の所得金額が分かるもの、本人名義の口座番号が分かるもの　など

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　「み
は
ら
歴
史
館
と

        

竹
原
町
並
み
雛
め
ぐ
り
」

10



行

政

相

談

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

空
き
家
無
料
相
談
会

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

町
内
無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

相
続
登
記
等
及
び
空
き
家
問
題

無
料
電
話
相
談
会

受
付
期
限

場
所

内
容

日
時

問

日
時

日
時

場
所

問

問

問問

問

日
時

日
時

主
催

日
時

場
所

場
・
問

申
・
問

場
所

場
所
日
時

問 主
催

期
間

内
容

弁
護
士

お
願
い

相
談
受
付
電
話
番
号

各
種
お
知
ら
せ

　 
　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　 

2
月
24
日
㈮
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
–
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時
30
分

〜
16
時
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
って
い
ま
す
。

　
　 

2
月
17
日
㈮
　
10
時
〜
12
時

　
　 

町
民
相
談
室
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　 

中
原
弁
護
士

　
　
　
　 

2
月
10
日
㈮
（
先
着
4
名
）

・
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
無
料
法
律
相
談
は
年
2
回
開
催
し
ま
す
。

次
回
は
平
成
29
年
8
月
18
日
㈮
で
す
。

　
　
　
町
民
相
談
室
（
☎
52
–
1
6
1
6
）

　
　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　 

2
月
23
日
㈭
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
健
康
相
談
室

　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（
☎
22
–
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
で
す
。

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受
給

者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た

め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

2
月
21
日
㈫
　
13
時
〜
16
時

　
　 

文
化
会
館
　
2
階
商
工
指
導
室

　 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所（

☎
21
–
3
2
8
1
）

　
　 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

2
月
17
日
㈮
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー  
１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

行
政
書
士
　
用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
–
3
3
7
5
–
1
1
5
2
）

　
　 

2
月
4
日
㈯
　
10
時
〜
16
時

 （
☎
0
1
2
0
–
0
0
3
–
8
2
1
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャッ
シ
ン
グ
等
の
多
重
債
務

問
題

・
相
続
登
記
な
ど
の
相
続
問
題

・
空
き
家
問
題
（
空
き
家
の
管
理
処
分
に
困

る
、
近
所
の
空
き
家
の
放
置
に
よ
る
被
害
・

迷
惑
等
）

  

以
上
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
お
困
り
の
方

に
手
続
の
ご
説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の

ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た
め
、
回
線
が

繋
が
り
に
く
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
相
談
会
の
内
容
や
企

画
趣
旨
に
関
す
る
当
日
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　 

相
談
会
担
当
　
片
山
ま
で

 （
☎
0
9
0
–
4
1
0
3
–
1
1
6
3
）

　
　 

3
月
1
日
㈬
〜
3
月
7
日
㈫

全
国
統
一
防
火
標
語

　『
消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の

場
所
で
』

　
3
月
1
日
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥

し
ま
す
の
で
、
火
の
元
、
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　（
☎
31
–
0
1
9
6
）

　
参
加
は
無
料
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
　 

2
月
14
日
㈫
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
無
料
相
談
会
の
受
付
は
16
時
ま
で

　
　 

岩
国
市
役
所
　
5
階
51
会
議
室

　①
司
法
書
士
、
建
築
士
に
よ
る
空
き
家
の
相

続
や
適
正
管
理
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

　（
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
）

②
司
法
書
士
、
建
築
士
、
宅
地
建
物
取
引

士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　（
14
時
30
分
〜
16
時
30
分
）

　
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　 

岩
国
市
役
所 

建
築
住
宅
課

　（
☎
29
–
5
1
3
8
）

　
内
閣
府
で
は
、
平
成
29
年
度
に
実
施
す
る

青
年
国
際
交
流
事
業
（
国
際
青
年
育
成
交

流
事
業
/
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
事

業
/
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
事
業
/
次

世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
事
業
「
シ
ッ
プ
・

フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
」

/
地
域
課
題
対
応
人
材
育
成
事
業
「
地
域
コ

ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
の
参
加
青
年
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　 

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室

 （
☎
03
–
6
2
5
7
–
1
4
3
4
）

　 

山
口
県
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
国
際
課 

（
☎
0
8
3
–
9
3
3
–
2
3
4
0
）
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動
車
は
、
車
両
総
重
量
3
．5
ト
ン
未
満
（
最

大
積
載
量
2
ト
ン
未
満
）
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　 

岩
国
警
察
署
（
☎
24
–
0
1
1
0
）

　 

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
–
9
7
3
–
2
9
0
0
）

　
和
木
町
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
山
口
県
警
察
が
発

行
す
る
「
運
転
卒
業
者
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」
を

提
示
し
て
い
た
だ
い
た
方
（
町
外
居
住
者
の

方
で
も
可
）
は
、
町
内
巡
回
バ
ス
「
あ
い
あ
い

バ
ス
」
を
無
料
で
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
の
増
加
に
よ
り
、

近
年
非
常
に
多
く
な
っ
た
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　 

企
画
総
務
課
（
☎
52
–
2
1
3
6
）

　
山
口
県
司
法
書
士
会
は
、毎
年
2
月
を「
相

続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間
」
と
設
定
し
、

県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相
続

登
記
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　 

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
0
8
3
–
9
2
4
–
5
2
2
0
）

（
℻
0
8
3
–
9
2
1
–
0
4
7
5
）

　
3
月
12
日
㈰
か
ら
道
路
交
通
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
運
転
対
策

・
臨
時
認
知
機
能
検
査

　
75
歳
以
上
で
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た
と

き
に
起
こ
し
や
す
い
違
反
（
一
時
不
停
止
、

信
号
無
視
、
通
行
区
分
違
反
等
）
を
さ
れ
た

方
は
、「
臨
時
認
知
機
能
検
査
」
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

・
臨
時
高
齢
者
講
習

　
臨
時
認
知
機
能
検
査
で
、
認
知
機
能
の
低

下
が
運
転
に
影
響
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
方
は
新
設
さ
れ
る
「
臨
時
高
齢
者

講
習
」
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・
臨
時
適
性
検
査
の
見
直
し

　
臨
時
認
知
機
能
検
査
で
、
認
知
症
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方
は
臨
時
適
性
検

査
の
受
検
、
ま
た
は
、
主
治
医
等
の
診
断
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度
化

　
75
歳
未
満
の
方
や
75
歳
以
上
の
方
で
も
更

新
時
の
認
知
機
能
検
査
で
認
知
機
能
の
低
下

の
恐
れ
が
な
い
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
高
齢

者
講
習
が
2
時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。（
そ

の
他
の
方
は
、
3
時
間
の
講
習
）

準
中
型
免
許
の
新
設

　
新
設
さ
れ
た
準
中
型
免
許
は
、
車
両
総
重

量
7
．5
ト
ン
未
満
（
最
大
積
載
量
4
．5
ト

ン
未
満
）
の
自
動
車
を
運
転
で
き
ま
す
。
準

中
型
免
許
は
、
18
歳
か
ら
普
通
免
許
な
し
で

も
取
得
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
改
正
以

降
に
取
得
す
る
普
通
免
許
で
運
転
で
き
る
自

　
就
職
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
今
春
卒
業

の
新
卒
者
・
既
卒
者
の
皆
さ
ま
、
ハロ
ー
ワ
ー

ク
は
最
後
ま
で
支
援
を
し
続
け
ま
す
。

　
就
職
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ

と
、
不
安
な
こ
と
、
求
人
情
報
な
ど
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
学
卒
担
当

　
　
　
　
　
　（
☎
21
–
3
2
8
1
）

　
　 

3
月
7
日
㈫
　
13
時
〜
16
時
30
分

　
　 

未
就
業
の
方
　
　 

　
無
料

　
　
　
　 

2
月
20
日
㈪

　
　 

交
流
会
・
輸
液
ポ
ン
プ
の
使
い
方
な
ど
。

就
業
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
　
　
　 

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。（
☎
0
8
3
5
–
24
–
5
7
9
1
）

　
　
　 

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

　
　
　
　 

5
名
〜
10
名
（
予
約
制
）

　
　
　 

無
料

　
　
　 

2
月
23
日
㈭

　
　 

山
中
歯
科
医
院
　

岩
国
市
玖
珂
町
8
0
2
–
3

　
　
　 
本
研
修
会
は
求
職
活
動
の
実
績
と

な
り
ま
す
の
で
、
研
修
会
で
配
布
さ
れ
た
資

料
な
ど
を
認
定
日
に
必
ず
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

一
般
社
団
法
人
　
玖
珂
歯
科
医
師
会
事
務
局

　 

担
当
　
山
中
（
☎
82
–
2
2
2
7
）

·
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
表
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
看
護
の
職
場
か
ら
離
れ
、再
就
職
が
不
安
！

・
子
育
て
中
、
そ
ろ
そ
ろ
復
帰
し
た
い
！

　
と
お
考
え
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
病
院
で
研

修
を
受
け
て
再
出
発
し
ま
せ
ん
か
？

　
　 

未
就
業
の
看
護
職

　
　
　
　 

3
月
17
日
㈮

　
　
　
　 

4
月
〜
6
月
の
間
5
日
程
度

　
　
　
　 

県
内
の
協
力
病
院

　
　 

看
護
に
つ
い
て
講
義
・
演
習
・
見
学
実

習
　

　
　
　 

無
料

　
　
　
山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
5
–
24
–
5
7
9
1
）

　「
介
護
福
祉
士
養
成
科
」、「
保
育
士
養
成

科
」
が
岩
国
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

介
護
福
祉
士
養
成
科

　
介
護
福
祉
士
と
し
て
就
職
を
希
望
さ
れ
、

高
校
を
卒
業
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
同
等
と

認
め
ら
れ
る
方

保
育
士
養
成
科

　
保
育
士
と
し
て
就
職
を
希
望
さ
れ
、
高
校

を
卒
業
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
同
等
と
認
め

ら
れ
る
方

　
　
　
　 

介
護
福
祉
士
養
成
科
　
2
月
24
日
㈮

　
　
　
　 

保
育
士
養
成
科
　 

3
月
1
日
㈬

　 

ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
　
職
業
訓
練
担
当

　
　
　
　
　
　（
☎
21
–
3
2
8
1
）

道
路
交
通
法
の一
部
改
正
に
つ
い
て

研
修
会
場

研
修
期
間

募
集
期
限

募
集
期
限

日
時

対
象

費
用

場
所

内
容

対
象

内
容

問 問第
Ⅰ
期
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

受

講

者

募

集

運
転
卒
業
者
サ
ポ
ー
ト
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
へ

未
内
定
の
新
卒
者
・

既
卒
者
の
皆
さ
ま
へ

受
講
料

対
象
者

問問 相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間

看
護
職
未
就
業
者
の
つ
ど
い

職
業
訓
練
の
ご
案
内

歯
科
衛
生
士
カ
ム
バ
ッ
ク
研
修
会

申
込
方
法

応
募
期
限

実
習
定
員

対
象
者

開
催
日

そ
の
他

参
加
料

問

問問

申
・
問
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光
市
会
長
杯
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
山
口
労
働
局
で
は
、
労
働
局
内
及
び
各
労

働
基
準
監
督
署
内
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
、
労
働
者
、
事
業
主
か
ら
の
、

解
雇
、
雇
止
め
、
配
置
転
換
、
賃
金
の
引
き

下
げ
な
ど
の
労
働
条
件
の
ほ
か
、
募
集
・
採
用
、

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

含
む
）
な
ど
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
ご
相
談
を
面
談
や
電
話
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　 

岩
国
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　（
☎
24
–
1
1
3
3
）

　
　 

12
月
25
日

　
　 

武
田
記
念
体
育
館
　
他

　
　 

Ｂ
級
　
優
勝
　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

家庭用防犯カメラを設置した方に
補助金を交付します
　町内の犯罪に対する抑止力の向上や安全で安心なまちづくりの推進を図ることを目的に、町内に居住する住宅に防
犯カメラを設置した方に対し、防犯カメラ設置費補助金を交付します。
 補助対象者  
　次の要件をすべて満たす方です。
〇自ら居住するために用いる町内の住宅（事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねる家屋を含む）に新たに
防犯を目的に防犯カメラを設置する方
※アパート、借家は除きます。
〇町税等を滞納していない方
 補助の対象となる経費
〇防犯カメラ及び画像データ保存装置等防犯
カメラと一体的に機能する機器の購入費
〇防犯カメラ用ケーブルの設置工事費
〇防犯カメラ設置工事費（既存設備の撤去、
移設に要する経費は除く）
〇防犯カメラ設置の表示にかかる費用
〇防犯カメラの設置に必要な経費
※画像データを保存するためのスマートフォン及びタブレットの購入にかかる費用は除きます。
 補助金の額
　補助対象経費の1／2の額（千円未満の端数切捨て）で、1住宅につき5万円を限度とします。
 補助金を受けるには
　設置工事着手前に、次の書類を用意し、企画総務課に提出してください。
〇防犯カメラ設置費補助金交付申請書（申請書は企画総務課にあります）
〇防犯カメラの概要がわかるカタログなど
〇設置場所の現況写真及び見取り図
〇防犯カメラの設置及び画像の取扱いを適切に行うことの証明書等
〇町税等完納証明書または滞納が無いことの証明書
　申請書提出後、企画総務課で内容を審査し、補助金交付の可否を決定します。なお、事業完了後は、実績報
告書を提出していただくこととなります。
※受付順に審査を行います。
 問  企画総務課（☎52‒2136）

家庭用防犯カメラを設置した方に
補助金を交付します
家庭用防犯カメラを設置した方に
補助金を交付します

ス

ポ
ー
ツ

期
日

会
場

結
果

バレーボール部

問 総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー（
無
料
）
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競技スポーツ（ゴルフ・マラソン・ボウリングを
除く）囲碁・将棋大会・健康マージャン

ゴルフの部

平成29年度　山口県健康福祉祭

ボウリングの部マラソンの部

美術展

開催日　５月10日㈬
会場　維新百年記念公園、やまぐちリフレッ
シュパーク
種目　卓球、テニス、ソフトテニス、ペタン
ク、弓道、剣道、ソフトボール、囲碁、将棋、
健康マージャン
募集期限　２月13日㈪～３月17日㈮
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和33年
４月１日以前に生まれた方）
申・問　保健福祉課（☎52－2195）

日
時
　
２
月
１
日
㈬
〜
２
月
５
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
17
時

場
所
　
和
木
美
術
館
（
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
）

展
示
内
容
　
新
春
書
初
め
会
の
参
加
者
作

品
及
び
和
木
小
学
校
児
童
の
冬
休
み
課
題

作
品

入
場
料
　
無
料

問
　
文
化
協
会
事
務
局（

☎
52
–
２
１
９
１
）

開催日　６月３日㈯
会場　維新百年記念公園（山口市）
募集期限　２月中旬～３月中旬（予定）
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和33年
４月１日以前に生まれた方。）
参加料　１種目4,200円、２種目5,200円（予定）
申込み　所定の申込書に参加料を添えて、山口
マスターズ陸上競技連盟に直接申込み。
問　山口マスターズ陸上競技連盟
〒758-0025　萩市土原１区184　斉藤忠彦 方
（☎・℻ 0838－22－3875）

開催期間　６月３日㈯～６月５日㈪
会場　防府市地域交流センター（アスピラート）
作品部門　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真
募集期限　２月13日㈪～３月17日㈮
出品条件　県内在住の60歳以上（昭和33年４月１日以前に生まれた方）のアマチュアの方が創作した未発表
作品とし、出品数は１人１点（複数部門への出品不可）
申・問　保健福祉課（☎52－2195）

開催日　４月26日㈬
会場　防府新山口カンツリー倶楽部（防府市）
募集期限　２月25日㈯～３月24日㈮
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和33年４月１日
以前に生まれた方。ただし、３名のうち１名以上は70歳
以上とする。）
参加料　１チーム３人　6,000円（予定）※別途プレー料金要
申込み　所定の申込書に参加料を添えて、山口県ゴルフ
協会に直接申込み。（ただし、先着順で定員になり次第
締切。）
問　山口県ゴルフ協会
〒754-0014　山口市小郡高砂町２－10　第１原ビル５階
（☎083－973－4701）（℻ 083－973－4702）

開催日　５月22日㈪
会場　ボウリングの森（山口市）
募集期限　２月中旬～３月中旬（予定）
参加資格　県内在住の60歳以上の方（昭和33年４月１日
以前に生まれた方。）
参加料　3,200円（予定）
申込み　所定の申込書で、山口県ボウリング連盟に直接
申込み。
問　山口県ボウリング連盟
〒753-0066　山口市泉町９－38　ハイツ堀本306
（☎083－924－7670）（℻ 083－928－6260）

和
木
町
新
春

書
初
め
会
作
品
展
示

　
高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
の
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以

内
を
、
固
定
金
利
　
年
１
・
81
％
（
平
成

28
年
11
月
10
日
現
在
）
で
利
用
で
き
、
在

学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
返
済
期
間
は
15
年
以
内
で
す
（
交
通
遺

児
家
庭
、
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た
は

世
帯
年
収
２
０
０
万
円
以
内
の
方
は
18
年

以
内
）。

　
詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
–
０
０
８
６
５
６
）

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

（
☎
03
–
５
３
２
１
–
８
６
５
６
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
ご
案
内
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和
木
駐
在
所
だ
よ
り

和 

木 

俳 

句 

教 

室
（
1
月
句
会
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
心
し
て
使
用

す
る
た
め
に

◇
最
近
、
国
内
に
あ
る
企
業
の
シ
ョッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
を
真
似
た「
偽
サ
イ
ト
」な
ど
、

怪
し
い
サ
イ
ト
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
詐
欺
等
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

● 

支
払
方
法
が
口
座
振
替
以
外
に
な
い

● 

振
込
口
座
名
義
人
が
個
人
名
、
ひ
ど
い

場
合
は
外
国
人
名

● 

会
社
概
要
の
記
載
が
な
い

● 

日
本
語
の
文
章
が
不
自
然
、
文
法
用

法
の
間
違
い
が
あ
る

● 

返
信
用
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
が
フ
リ
ー

メ
ー
ル

　
と
いっ
た
サ
イ
ト
の
場
合
、
取
引
に
注

意
が
必
要
で
す
。

◇
自
宅
や
事
業
所
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
設

置
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
認
証
せ
ず
、
誰
で

も
が
接
続
で
き
る
状
態
に
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

　
そ
の
場
合
、

● 

犯
人
に
な
り
す
ま
さ
れ
、
犯
罪
に
利
用

さ
れ
る

● 

メ
ー
ル
の
内
容
な
ど
個
人
情
報
が
盗
み

見
ら
れ
る

　
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
通
信
設

定
を
暗
号
化
し
、
接

続
認
証
を
す
る
よ
う
に

変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
】

　「
羽
毛
布
団
の
消
毒
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
無
料
で
す
る
。」
と
突
然
男
性

が
訪
問
し
て
き
た
。
無
料
と
思
い
布

団
を
見
せ
る
と
「
打
ち
直
し
加
工

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。」
と
言
わ

れ
た
。
話
を
聞
く
う
ち
に
、
や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
た

が
、代
金
は
高
額
で
あ
る
た
め
断
っ
た
。

し
か
し
、
何
度
も
勧
め
ら
れ
、
支

払
い
は
毎
月
１
万
円
ず
つ
の
分
割
払

い
だ
か
ら
大
丈
夫
と
言
わ
れ
、
結
局

根
負
け
し
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

【
処
理
】

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
で
あ
っ

た
た
め
、
解
除
通
知
の
書
き
方
と
出

し
方
を
助
言
し
た
。
あ
わ
せ
て
、「
無

料
で
点
検
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、

販
売
目
的
を
隠
し
て
訪
問
し
、
消
費

者
の
不
安
を
あ
お
り
、
高
額
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
ト
ラ
ブ
ル
事

例
な
ど
に
つい
て
情
報
提
供
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
訪
問
販
売
で
、
高
額
な
布
団
の

契
約
を
強
引
に
さ
せ
ら
れ
た
と
い
っ

た
ご
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
ア
を
開
け
る
前
に
訪
問
者
や
用

件
を
確
認
し
、
必
要
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
断
り
、「
無
料
」
と
言
わ
れ
て
も
、

家
の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
一
人
で
は
対
応
せ
ず
、

家
族
や
近
所
の
人
な
ど
周
囲
の
人
に

で
き
る
だ
け
同
席
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。「
特
別
に
値
引
き

す
る
」
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
場
で

す
ぐ
契
約
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
し
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
や
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
販
売
で
あ

れ
ば
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
項
が

書
か
れ
た
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
–
２
１
３
６
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
–
９
２
４
–
２
４
２
１
）

硝
子
窓
磨
き
て
寒
波
来
た
り
け
り
　
　
　
　
浜
田
千
代
美

宇
野
千
代
の
詩
碑
に
木
蓮
冬
芽
立
て
  

小
川
　
誉
子

老
犬
と
冬
日
を
分
か
つ
物
干
場
 

 

灰
岡
美
穂
子

隣
家
よ
り
黄
梅
の
香
漂
ひ
て
 

 

平
岡
　
菊
江

初
暦
祖
父
母
祈
り
し
米
寿
か
な
 

　
　
　
山
重
　
杵
子

初
茜
空
の
循
環
バ
ス
の
行
く
  

　
　
　 

与
三
本
愛
子

消費者生活相談
だより

強引な布団の
訪問販売にご注意を！

Vol.139

罪
の
な
い
市
民
を
襲
う
テ
ロ
組
織

心
痛
み
し
テ
レ
ビ
の
画
面
　
　
　
　
　
　
 

村
上
　
敏
子

　は
じ
め
て
の
温
泉
目
指
す
晩
秋
路

土
産
は
い
つ
も
野
菜
と
餅
と
　
 

 

井
口
美
智
子

　い
つ
の
間
に
か
子
等
の
声
も
遠
の
き
て

木
々
の
影
の
み
長
き
公
園
　
 

 

向
田
登
美
子

　人
は
皆
得
手
不
得
手
が
あ
り
ま
す
よ

今
日
と
い
う
日
は
二
度
と
は
こ
な
い
  

正
中
　
艶
子

　も
み
じ
谷
　
紅
き
落
葉
に
よ
ろ
こ
び
し

み
ん
な
の
道
よ
伝
統
守
れ
　
 

 

森
本  

初
子

　母
め
で
し
木
蓮
　
楠
の
木
　
わ
が
腰
と

痛
み
分
け
合
う
鉄
板
の
下
　
 

 

横
川
美
代
子

　街
中
に
光
の
森
の
瞬
き
て

聖
夜
ち
か
づ
く
夜
迎
え
た
り
 

 

灰
岡
　
裕
美

　花
白
き
八
つ
手
の
花
穂
冬
の
陽
の

温
も
り
吸
ひ
て
ほ
の
か
に
匂
ふ
　
　
  

藤
上
　
紀
子

和  

木  

短  

歌  

会

あ
か

か
ら

ま
た
た

ぬ
く
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　国道２号栄橋架替え工事および小瀬川河川遊歩道整備工事に伴う交通規制が下記のとおり行われます。現地案
内看板や交通誘導員の指示に従って通行してください。
交通規制①　国道２号上り線歩道の終日通行止め（自転車を含む）　２月１日㈬～５月中旬（予定）　　　
交通規制②　栄橋上流川土手の町道車両通行止め　２月１３日㈪～３月２０日（月・祝）　９時～１６時
　今後も栄橋南詰交差点では町道取付工事に伴う交通規制（車両通行止、片側交互通行、歩道通行止等）が不
定期に実施されます。また、夜間工事も予定されていますので、通行される際には十分に気を付けて通行してください。
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、工事へのご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
発注者　国土交通省　中国地方整備局　山口河川国道事務所　岩国国道維持出張所　（☎41–1144）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田川河川事務所　小瀬川出張所　（☎52–2245）
問　都市建設課　施設係　（☎52–2198）

栄橋付近の工事に伴う交通規制について

山
陽
本
線

栄

　橋
小　瀬　川　→工事箇所図

交通規制②
小瀬川河川遊歩道整備工事
2月13日㈪～3月20日（月・祝）

交通規制①
栄橋架替え工事
2月1日㈬～5月中旬（予定）

山
陽
本
線

栄

　橋
小　瀬　川　→歩行者迂回路図

迂回路

迂回路

国道2号下の通路を利用してください。

歩行者・自転車の終日通行止め
2月1日㈬～5月中旬（予定）

横断歩道橋または横断歩道を利用し、
下り線歩道を通行してください。
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第６回

「Ｉｗａtan親子フェスタ」
い　　　 わ　　　  た　　 ん

0 100 2000100200

和木保育所給食栄養士を
募集します

今月の納税
固定資産税 ……………………………… ４期分
町営住宅使用料……………………………２月分
国民健康保険料……………………………８期分
介護保険料…………………………………８期分
後期高齢者医療保険料……………………８期分
　町税などの納税は便利な口座振替をご利用ください。
※納期限は２月２８日㈫です。
　　税務課（☎52‒２１９３）問

和木町の人口ピラミッド平成29年1月1日現在
総人口　6,490人（－21人）
世帯数　2,800世帯（－4）
和木町の面積　10.58㎢
（）内は前月比

女　3,288人（－11人）男　3,202人（－10人） 100以上
95-99
90-94
85-89
80-84
75-79
70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14
5-9
0-4

（人）

2
 28
    57
    　  114
      　　167
        179
       　183
        　　 218
       　　  196
       　183
     　　140
          204
          229
         202
         223
            143
     　　  148
     　   141
      　 163
       　　　 200
      　　168

2
6 

23   
66  　　   

96     
145         
143        

231         　　 
237          

151      　　
134     　　　

216           
210        　　　

219            
213          
211        　　    

187        
190         

163       
163      　　　 

196        　 

 職種　栄養士　採用人数１名
 資格　栄養士免許
 仕事内容　給食献立、給食成分表などの作成
※パソコン操作ができ、できれば経験者が望ま
しいです。
 勤務場所　保育所
 勤務時間　平日　8時30分～17時15分
※土、日、祝日の勤務はありません。
 給与等　7,200円/日　900円/時間
一時金　7,200円×10日分×2回（9月と3月）
※交通費の支給があります。（片道5km以上）

 申込期限　2月28日㈫
 提出先　市販の履歴書に栄養士免許を添付
して、保育所に提出してください。
 決定方法　面接　※随時面接を行っています。
 採用通知　合否を問わず連絡します。
 採用年月日　4月1日㈯
 問　保育所（☎53-5551）

ファンファーレ、アニメソング・メドレー
（高水高等学校吹奏楽部・岩国工業高等学校吹奏楽部）
はいはいよちよちレース
（岩国市母子保健推進協議会）
劇「昆虫たちのだいかつやく」
（岩国短期大学保育研究クラブ）
 ビンゴ・ゲーム

 会場　学校法人高水学園　高水高等学校　体育館
 日時　３月５日㈰ 10時～14時30分
 入場料　無料
 持参物　屋内シューズ
 その他　岩国の郷土料理「大平（おおひら）」（限定２００杯）、
おむすびなどの販売を行っています。（各 １００円）
 内容
【ステージ】
10時～

11時20分～

13時25分～

13時50分～
【フロアー】
缶バッジコーナー、お昼寝アートコーナー、ブラックライトトンネル
コーナー、手作りおもちゃコーナー、段ボールハウス色ぬりコー
ナー、カラフル帽子コーナー
その他にもたくさん遊べるコーナーが
あります！
※駐車場に限りがございますので、
　お早めにご来場ください。
 主催　岩国子育て
　　　 支援ネットワーク
 問　岩国短期大学 
担当者（中村、石本） 
（☎31-8141）


